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秋
風
を
引
、
し
ん
や
り
と
肌
に
感
じ
る
こ
ろ
、
清
流
に
住
む

；
二
」
は
、
川
魚
の
王
者
と
し
て
の
風
格
を
一
段
と
増

す
。
こ
と
し
の
春
、
養
殖
池
に
放
流
し
た
わ
ず
か
ニ
ヤ
．
前

後
の
稚
ア
ユ
は
、
こ
の
半
年
で
十
倍
の
二
十
枕
．
に
も
成
長

し
、
網
で
す
く
い
あ
げ
る
と
銀
鱗
か
ら
独
特
な
香
り
を
漂

わ
せ
る
。

　
慣
越
腰
男
き
ん
（
美
セ
津
＝
2
7
）
は
、
こ
の
7
二
養
殖

を
手
が
け
る
よ
う
に
な
一
ノ
て
四
年
　
。
三
十
七
年
に
中
学

校
を
卒
業
し
、
一
度
大
阪
に
就
職
し
た
も
の
の
、
都
会
の

現
実
は
き
び
し
く
、
兄
公
一
さ
ん
（
4
3
）
が
こ
の
仕
事
を

・繍・
蘭い、い㌔

評
㌔
憲

羅♪
籍礁もL＝

瀞騰緬
辱

ゆロやゆ
寧縞『甘

職瀬誌鍮

は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
機
会
に
U
タ
ー
ン
し
た
と

い
う
。
　
「
美
人
薄
命
の
た
と
え
の
よ
う
に
、
　
ア
ユ
の
命

も
は
か
な
い
も
の
で
す
。
わ
ず
か
な
水
温
の
ち
が
い
、
酸

素
不
足
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
管
理
に
は
神
経
を

使
い
ま
す
」
一
「
こ
と
し
は
海
産
稚
ア
ユ
が
少
な
く
、
い

ま
琶
琶
湖
産
を
養
殖
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
各
河
川
も
最

近
汚
染
が
判
、
し
ど
く
な
り
ま
し
た
か
ら
ね
．
．
こ
ん
ご
は
獲

る
だ
け
で
な
く
、
資
源
を
保
護
し
な
く
て
は
…
一
と
語
る

川
越
き
ん
。
獲
る
漁
業
か
ら
作
る
漁
業
へ
の
転
換
を
め
ぎ

す
若
い
力
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
囑

ぐ懸
ダ

　
　
ウ

蜘
、

、
齢

濠

今月の主な内容

2面・3面…2つの企業と市とが公害

　　　　　防止協定を結ぶ。日向漁

　　　　　協とは覚書きを交換。

4面・5面…交通事故はどこで起こるか？

　　　　　その原因をさぐる。

6面…踏切事故の三割が市内て＝

7面…話題を追って。

　　多い迷い子の郵便。

8面…お知らせ．
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「
　
’
…償泣面全ま一害被

曝鋤
遷．

場合によっては操業停止も

　
空
気
や
水
の
よ
ご
れ
、
騒
音
、
悪
臭

振
動
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
間
の
健
康
と

生
活
を
む
し
ば
む
公
害
は
、
中
央
の
工

業
過
密
都
市
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い

ま
地
方
の
中
小
都
市
に
も
急
テ
ン
ポ
で

広
う
が
っ
て
い
ま
す
。

　
日
向
市
は
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
に

声影

一

酌

・掴「博　，，　　　’哩覧　「　薫臥．、齢藻鱗ゑ

　　　・締　　　　葱麟・b・　｝
　　　が　マま　　　　　　　　　　ヘ　　　サ

隠叢濃覇
2社と市との公害防止協定の調印

新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
細
島
臨
海
工
業
地
帯
を
中

、
心
に
、
内
映
こ
・
も
含
力
’
、
十
数
社
の
企
山
．
π

進
出
が
相
次
ぎ
、
訂
勢
は
大
≒
・
く
発
竪

し
ま
し
た
が
、
反
面
、
生
活
環
墳
の
悪

化
に
と
も
な
う
苦
情
も
し
だ
い
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
公
害
対
策
担
当
課
と
し
て
、

四
十
六
年
に
「
生
活
課
」
を
新
設
し
、

日
向
市
公
害
防
止
条
例
を
つ
く
る
な
ど

公
害
問
題
を
行
政
の
重
要
な
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
九

月
一
日
、
市
内
の
二
企
業
と
次
の
よ
う

な
「
公
害
防
止
協
定
」
も
結
び
ま
し
た
。

　
市
独
自
で
結
ん
だ
こ
の
協
定
書
の
内

容
は
、
住
民
の
生
活
と
健
穣
を
守
る
た

め
に
、
企
業
側
の
公
害
に
対
す
る
社
会

髪械、

轍識

的
責
任
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
｝

ん
こ
の
成
果
が
注
目
き
2
1
て
い
ま
す
，

汚
水
・
悪
臭
防
止
に
重
点

　
市
と
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
日
本
ブ

ロ
イ
ラ
ー
株
式
会
社
（
西
園
寺
正
夫
社

長
）
と
南
日
本
ハ
ム
株
式
会
社
（
鈴
木

茂
雄
社
長
）
の
二
社
で
、
内
容
は
両
社

と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
日
本
プ
ロ
ィ

ラ
…
株
式
会
社
と
の
間
に
「
毛
羽
等
の

適
正
処
理
」
、
南
日
本
ハ
ム
株
式
会
社

と
の
間
に
「
大
気
汚
染
防
止
対
策
一
が

お
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
汚
水
、
騒
音
、
悪
臭
、
大
気

汚
染
防
止
の
順
に
、
両
社
あ
わ
廿
て
協

定
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

排
水
処
理
に
責
任
者

【
水
質
汚
濁
防
止
】

協
定
書
の
内
容

　
両
社
と
も
排
水
口
に
お
け
る
水
質
基

準
は
、
公
害
関
係
法
令
お
よ
び
県
公
害

防
止
条
例
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
次
の

基
準
以
内
と
す
る
。

▽
水
素
イ
オ
ン
濃
度
目
五
・
八
～
八
・

六
。
▽
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
一
一

六
〇
P
P
M
以
下
（
日
間
平
均
一
二
C
）

　
▽
浮
遊
物
質
量
藷
二
〇
〇
P
P
M
以

下
（
日
間
平
均
一
五
〇
）
。
▽
大
腸
菌

群
数
／
1
日
間
平
均
三
〇
〇
〇
醐
。

「
（
参
考
）
　
・
P
P
M
は
濃
度
の
単
位
を

一
示
す
記
号
の
一
種
で
　
一
P
P
M
は
一
．

…
万
分
の
一
の
単
位
。
　
・
水
素
イ
オ
ン

．
濃
度
は
ヒ
・
○
が
申
性
で
、
そ
れ
を
こ

鋸豪．
饗

｛ぎ

鱗、
鑑

嶺

協定を結んだ日本ブロイラー（上）

と南日本ハム（下）

え
る
と
ア
ル
カ
リ
性
、
以
下
は
酸
性
の
一

水
と
さ
れ
て
い
る
。
・
生
物
化
学
的
酸

、
素
要
求
量
は
、
汚
染
物
質
が
バ
ク
テ
リ
　

「
ア
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
と
き
に
必
要
．

な
酸
素
の
量
で
、
必
要
酸
素
量
が
多
い

と
そ
れ
だ
け
水
の
汚
染
度
が
高
い
。

　
河
川
や
海
に
出
さ
れ
る
工
場
排
水
（

養
鶏
場
排
水
も
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

人
畜
、
魚
貝
、
海
草
な
ど
に
影
響
が
な

い
よ
う
に
、
排
水
処
理
施
設
（
沈
殿

ろ
過
な
ど
）
を
設
け
、
万
全
を
期
す
る

と
と
も
に
、
排
水
施
設
に
は
責
任
者
を

置
き
、
施
設
の
管
理
に
は
細
心
の
注
意

を
は
ら
い
、
三
ヵ
月
ご
と
に
水
質
を
検

査
し
て
、
そ
の
結
果
を
市
に
報
告
す
る

　
と
く
に
、
日
本
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
毛
羽

等
の
汚
水
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
処
理

を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

【
騒
音
防
止
対
策
】

　
騒
音
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
日
向
市

公
害
防
止
条
例
に
定
め
る
地
域
の
規
制

基
．
準
に
合
わ
せ
る
も
の
と
し
、
騒
音
の
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発
生
す
る
施
設
に
は
消
音
装
置
な
ど
、

適
切
な
方
法
に
よ
一
．
て
騒
音
の
低
減
に

つ
と
め
る
こ
と
。

　
日
本
プ
ロ
イ
5
…
（
株
）
の
、
各
養

鶏
団
地
の
送
風
機
、
ボ
・
⊥
ワ
…
な
ど
、

夜
間
の
騒
音
に
つ
い
て
は
、
機
械
の
配

置
改
善
、
ま
た
は
消
音
壁
を
設
け
る
な

ど
し
て
、
静
か
な
環
境
づ
く
り
に
っ
と

め
る
こ
と
。

悪
臭
と
粉
じ
ん
の
防
止

【
悪
臭
防
止
対
策
】

　
南
日
本
ハ
ム
（
株
）
の
と
殺
場
や
化

成
場
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
は
、
附
近
の

佳
民
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
必

要
な
施
設
を
設
け
る
と
と
も
に
、
悪
臭

62

ｭ
生
源
に
な
る
施
設
の
整
備
改
善
に

は
万
全
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
処
理
工
場
や
化
成
場

か
ら
発
生
す
る
悪
臭
に
つ
い
て
は
、
附

近
の
住
民
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
、
各
養
鶏
団
地
か
ら
発
生
す
る
悪
臭

に
つ
い
て
も
、
団
地
内
の
管
理
体
制
を

整
え
、
浄
化
清
掃
、
衛
生
対
策
を
進
め

る
中
で
万
全
を
期
す
こ
と
。

【
大
気
汚
染
防
止
対
策
】

　
南
日
本
ハ
ム
（
株
）
は
、
大
気
の
汚

染
を
防
止
す
る
た
め
に
、
工
場
の
煙
突

か
ら
出
る
い
お
う
酸
化
物
、
す
す
、
そ

の
他
の
ば
い
じ
ん
な
ど
の
排
出
に
つ
い

て
は
、
使
用
燃
料
の
変
更
、
集
じ
ん
装

置
な
ど
に
よ
り
、
飛
散
を
防
止
し
、
そ

の
処
理
に
あ
た
の
．
て
も
万
全
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
事
前
協
議
と
補
償

【
施
設
の
設
置
等
の
協
議
】

　
日
本
プ
ロ
ノ
ー
ラ
…
（
株
）
と
南
日
本

∵
↓
（
株
）
は
、
汚
水
、
騒
音
、
悪
臭

ふ
ん
じ
ん
（
以
下
汚
水
等
と
い
う
）
の

発
生
す
る
施
設
を
設
置
し
、
ま
た
い
ち

じ
る
し
く
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
は

公
害
防
止
対
策
に
関
し
て
事
前
に
市
と

協
議
し
、
市
が
指
示
す
ろ
意
見
を
尊
重

す
る
も
の
と
す
る
。

【
事
故
時
の
措
置
】

　
日
本
ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
株
）
と
南
日
本

ハ
ム
　
（
株
）
は
、
汚
水
等
の
発
生
す
る

施
設
に
つ
い
て
、
故
障
、
破
損
　
そ
の

他
重
大
な
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、

た
だ
ち
に
応
急
の
措
置
を
と
る
と
と
も

に
、
す
み
や
か
に
そ
の
情
況
を
市
に
報

告
す
る
も
の
と
す
る
。

【
加
害
時
の
措
置
】

　
日
本
ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
株
）
と
南
日
本

ハ
ム
　
（
株
）
の
事
業
活
動
が
原
因
で
、

他
に
被
害
を
与
え
た
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
は
、
両
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

に
お
い
て
解
決
に
あ
た
り
、
そ
の
損
害

の
補
償
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

　
日
本
ブ
・
｛
っ
：
（
株
）
と
南
日
本

ハ
ム
（
株
）
の
両
社
は
、
市
が
行
な
う

公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
誠
意
を
も
つ

て
協
力
す
る
と
と
も
に
　
市
は
、
両
社

の
行
な
う
公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

　
以
E
が
公
害
防
止
協
定
書
．
の
内
容
で

す
。
今
回
は
、
と
く
に
汚
水
と
悪
臭
が

心
配
き
れ
る
二
社
だ
け
で
す
が
、
市
で

は
、
こ
う
し
た
協
定
の
幅
を
広
ろ
げ
、

こ
ん
ご
は
、
他
の
企
業
と
も
協
定
書
を

と
り
か
わ
し
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

【
公
害
防
止
施
設
補
完
等
の
措
置
】

　
日
本
プ
・
イ
ラ
i
（
株
）
と
南
日
本

ハ
ム
（
株
）
が
、
加
虫
口
憐
吋
の
措
置
を
講

じ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
害
発
生

の
お
そ
れ
が
生
じ
、
ま
た
公
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
市
と
協
議
の
う
え
、
両

社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
、
す

み
や
か
に
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
、
市
の
要
請
に
も

と
づ
き
、
操
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

停
止
を
す
る
も
の
と
す
る
。

企
業
内
の
立
ち
入
り
検
査

度必　一
に要市報
おなは告
い報両調
て告社査
、をに一
市求対
　めし
　ヘ　ヂ
　↓＼
　ま
　た公
　必害
　要防
　な止
　限上

公
害
担
当
職
員
の

立
ち
入
り
調
査
を

す
る
。
両
社
は
こ

れ
に
積
極
的
に
協

力
す
る
。

【
環
境
美
化
】

　
両
社
は
、
す
す

ん
で
工
場
敷
地
内

の
緑
化
な
ど
、
環

墳
の
整
備
に
努
力

す
る
と
と
も
に
、

市
が
示
指
す
る
環
境
美
化
に
は
歪
面
に

協
力
す
る
。

【
相
互
協
力
】

ノ
r

汚水は公害担当職員がチエツクする

’5「

…

　　　し尿処理場建設で

日向漁協と覚書き交換

　
広
域
市
町
村

圏
事
業
と
し
て

こ
と
し
か
ら
二

ヵ
任
計
画
で
、

美
々
津
町
字
新

川
に
「
し
尿
処

理
場
」
を
建
設

し
ま
す
が
、
こ

の
処
理
場
建
設

に
先
立
っ
て
、

日
向
漁
業
協
同

組
合
、
柄
本
秀

男
組
合
長
と
、

児
玉
袈
裟
雄
日
向
市
侵
と
の
あ
い
だ
で

き
る
九
月
八
日
汚
水
防
止
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
覚
書
き
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
▽
し
尿
処
理
場
を
は
じ
め
、
日
向
市

南
部
の
企
業
（
日
向
市
農
業
協
同
組
合

養
豚
場
、
朝
曇
養
豚
場
、
日
本
ブ
ロ
イ

ラ
ー
　
（
株
）
、
南
日
本
ハ
ム
　
（
株
）
、

太
平
洋
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
）
か
ら
各
河
川

沿
岸
に
流
出
す
る
汚
水
の
処
理
に
つ
い

て
　
市
艮
は
、
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
行
政
指
導
を
行
な

う
も
の
と
す
る
。

ユ
　
企
業
等
の
排
水
す
る
汚
水
処
理
に

　
つ
い
’
、
は
、
汚
水
処
理
施
設
を
完
備

　
’
ヲ
る
キ
】
・
こ
も
に
、
カ
・
ハ
エ
（
低
ド
」
の

　
発
生
を
防
止
す
る
た
め
　
つ
ね
に
卜

し尿処理場を建設する＝新川

　
剤
を
散
布
す
る
な
ど
環
境
衛
生
対
策

　
に
留
意
す
る
。

②
　
企
業
等
の
排
出
す
る
汚
水
は
、
水

　
質
汚
濁
法
の
基
準
以
下
と
し
　
浄
化

　
清
掃
に
つ
い
て
は
た
え
ず
監
視
指
導

　
す
る
。

　
▽
企
業
等
が
排
出
す
る
汚
水
に
よ
一
．

て
実
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
市
長
は

各
企
業
に
責
任
を
も
つ
て
解
決
に
あ
た

り
、
損
害
賠
償
等
に
つ
い
て
の
対
策
を

措
置
さ
せ
る
。

　
な
お
、
し
尿
処
理
場
か
ら
の
放
流
水

は
、
厚
生
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
が

い
、
悪
臭
に
つ
い
て
も
、
附
近
の
住
民

に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
　
必
要
な
防

止
対
策
を
行
な
い
ま
す
。
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交
通
事
故
は
ど
こ
で
起
こ
る
か

昭稲47牢9月号

人の死傷者1毎日

事故の64㌫が10号線

蛤
．

灘
．
憎
、
、纒

‘

交通安全の重点目標は子どもと老人

の保護

　
交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
－

が
、
こ
の
願
い
と
は
う
ら
は
ら
に
、
事

故
は
毎
日
お
き
て
い
ま
す
。
こ
と
し
一

月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
片
で
、
全
国
の

交
通
事
故
は
三
十
一
万
四
千
二
百
九
十

八
件
、
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
は
ヒ
千
三

百
四
十
人
、
ケ
ガ
を
し
た
人
は
四
十
一

万
五
千
二
百
六
十
人
に
も
お
よ
ん
で
い

ま
す
。

「，

H
の
交
通
安
全
運
動
一
が
、
こ
と
し

も
九
月
二
十
二
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

が
、
こ
う
し
た
幅
広
い
国
民
運
動
を
く

り
か
え
し
行
な
っ
て
も
、
事
故
が
減
ら

な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
市
内
の
事
故
多
発
地
点
を
中
心
に
、

げ
て
の
原
因
茄
一
ふ
ご
が
、
つ
’
」
み
ホ
虚
し
た
。

　
日
向
電
報
局
前
の
原
町
交
差
点
に
立

つ
と
、
自
動
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
排

気
音
、
エ
ン
ヂ
ン
音
が
入
り
ま
じ
っ
て

「
ご
う
ご
う
」
と
う
な
る
音
に
、
自
動

車
の
急
増
を
身
を
も
っ
て
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
増
加
は
、
こ
う
し
た
自

動
車
台
数
の
増
加
に
、
道
路
や
そ
の
他

の
施
設
が
追
い
つ
か
な
い
の
も
八
）
と
つ

で
す
が
、
事
故
の
大
半
が
整
備
さ
れ
た

国
道
十
号
線
で
お
き
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
そ
れ
ば
か
り
と
も
い
え
な
い

よ
う
で
す
。

　
門
川
、
入
郷
町
村
を
含
め
た
日
向
警

察
署
管
内
の
こ
と
し
の
交
通
事
故
は
、

六
月
末
現
在
で
百
四
十
一
件
、
亡
く
な

っ
た
か
た
が
十
人
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た
か

た
が
百
七
十
九
人
と
、
毎
日
一
人
以
上

の
死
傷
者
が
で
て
い
る
計
算
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
日
向
市
内
で
の
事
故
が

全
体
の
六
十
八
欝
（
九
十
六
件
）
を
占

め
　
九
人
の
か
た
が
な
く
な
り
、
百
二

十
六
人
の
か
た
が
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す

　
市
内
で
起
き
た
九
十
六
件
の
事
故
を

分
析
し
て
み
ま
す
と
、
と
り
わ
け
多
い

の
が
国
道
十
号
線
で
す
。

　
現
在
市
内
に
は
約
二
百
六
十
五
．
．
コ
の

公
道
が
あ
り
ま
す
が
、
国
道
十
号
線
は

そ
の
う
ち
た
っ
た
十
九
キ
。
程
度
で
す
。

そ
こ
で
、
全
体
の
六
十
四
警
に
あ
た
る

一丁

¥
二
仙
什
の
事
故
が
起
｝
こ
て
い
る
の
で

者
…歩行

直線であるがゆえに……

　　無理な追い越しスピードの出しすぎで事故の

　　多い美々津百町原

車
の
直
前
直
後
は
危
険

お
子
さ
ん
は
右
手
で
し
っ
か
り

◇
歩
道
の
あ
る
道
路
で
は
、
必
ず
歩
道

　
を
歩
き
ま
し
．
卜
う
。
歩
道
の
な
い
道

　
路
で
は
右
側
は
し
を
歩
き
ま
し
ょ
う

◇
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
　
横

　
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

◇
手
を
あ
げ
て
、
車
の
と
ま
る
の
を
確

　
め
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

◇
車
の
直
前
頂
後
の
横
断
は
た
い
へ
ん

　
危
険
な
の
で
禁
止
き
れ
て
い
ま
す
．
、

　
子
ど
も
に
は
、
と
く
に
よ
く
言
い
弼

　
か
せ
て
、
飛
び
出
し
を
き
せ
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
よ
う
。

◇
子
ど
も
の
路
上
遊
州
、
）
は
き
せ
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
し
》
う
。

◇
子
ど
も
を
連
れ
て
歩
く
と
き
は
、
保

　
護
者
が
右
手
で
し
っ
か
り
と
に
ぎ
り

　
車
の
流
れ
の
ほ
う
に
は
出
さ
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
よ
う

◇
道
路
し
⊥
4
㌔
の
⊥
」
ア
つ
話
丁
4
砕
け
る
・
力
謙
ま
層
レ

　
よ
λ
ノ
、

、
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す
か
ら
、
い
か
に
十
号
線
が
事
故
発
重

率
が
高
い
か
お
わ
か
り
で
し
．
』
う
。

　
日
向
警
察
署
が
、
こ
と
あ
る
ご
と
に

「
十
号
線
で
は
二
倍
の
注
意
が
必
要
」

と
呼
び
か
け
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　
ま
た
十
号
線
を
区
切
っ
て
み
て
み
ま

す
と
、
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
事
故
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
都
農
町
境
～
美
々
津
大
橋
間
、
1
7
件

②
赤
岩
川
～
塩
見
大
橋
間
、
1
6
件

③
塩
見
大
橋
～
門
川
町
境
間
、
1
5
件

①
根
峠
～
赤
岩
川
間
、
1
1
件

⑤
美
々
津
大
橋
～
椎
峠
問
、
3
件

　
こ
の
結
果
は
、
美
々
津
百
町
原
、
財

光
寺
な
ど
の
直
線
で
、
多
く
の
事
故
が

起
き
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、

無
理
な
追
い
越
し
や
、
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
が
原
因
で
す
。

　
ま
た
、
交
差
点
で
の
事
故
も
見
の
が

せ
ま
せ
ん
。
国
道
十
号
線
で
の
事
故
の

四
十
六
鄭
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

事
故
の
多
い
順
に
ベ
ス
ト
五
を
あ
げ
て

み
ま
す
と
　
。

↑
塩
見
大
橋
交
差
点

　
4
件
、
軽
傷
6
人

三
宮
崎
合
繊
入
口
交
差
点

　
4
件
軽
傷
3
人
重
傷
1
人

③
石
並
橋
北
詰
交
差
点

　
3
件
軽
傷
4
人
重
傷
1
人

①
電
報
局
前
．
原
町
交
差
点

　
3
件
軽
傷
5
人

⑤
元
自
動
車
試
験
場
入
口
交
差
点

　
3
件
、
軽
傷
3
人
、
重
傷
1
人

　
交
差
点
で
の
事
故
の
原
因
は
、
安
全

運
転
義
務
違
反
や
、
優
先
通
行
違
反
、

酒
酔
い
運
転
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
国
道
十
号
線
の

直
線
や
交
差
点
で
の
運
転
は
、
と
く
に

慎
重
さ
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
現
場
検
証
に
、
い
つ
も

立
ち
合
っ
て
い
る
日
向
警
察
署
交
通
量

の
木
田
さ
ん
は
、
こ
ん
に
ち
の
事
故
の

原
因
を
こ
う
み
て
い
ま
す
。

「
一
番
重
要
な
の
は
運
転
者
の
モ
ラ
ル

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
い
っ
た

ん
停
車
や
徐
行
、
ス
ピ
ー
ド
制
限
と
い

っ
た
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
き
え

無
視
す
る
人
が
い
ま
す
。
あ
の
と
き
こ

う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
一
と
く
や
む

人
ば
か
り
で
す
が
、
運
転
者
は
、
も
っ

と
社
会
的
責
任
を
考
え
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
」
。

「
歩
行
者
や
自
転
車
に
つ
い
て
も
、
飛

び
だ
し
や
、
進
路
を
か
え
よ
う
と
す
る

と
き
に
合
図
を
し
な
か
っ
た
り
、
車
の

直
前
、
直
後
を
横
断
し
た
り
と
い
う
よ

う
な
過
失
が
あ
り
ま
す
。
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
老
人
の
自
転
車
乗
り
も
、
交

通
量
の
多
い
市
街
地
で
は
乗
ら
な
い
ぐ

ら
い
の
注
意
が
欲
し
い
も
の
で
す
」
と

　
わ
た
し
た
ち
は
、
交
通
事
故
の
当
事

者
に
な
っ
て
く
や
む
前
に
、
も
っ
と
、

運
転
者
と
し
て
一
歩
行
者
と
し
て
、
社

会
的
責
任
と
義
務
を
じ
っ
く
り
と
考
え

る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

自転車

い
の
ち
を
守
る
手
合
図

ブ
レ
ー
キ
は
よ
く
き
く
か
？

◇
左
側
は
し
を
一
列
で
進
み
ま
し
ょ
う

◇
右
折
、
左
折
は
必
ず
手
合
図
を
し
、

　
ま
た
い
っ
た
ん
止
っ
て
安
全
を
確
認

　
し
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

◇
な
な
め
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
踏
切
り
で
は
い
っ
た
ん
停
車
し
、
安

　
全
を
確
認
し
て
渡
り
ま
し
．
6
う
。

◇
一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
で

　
は
、
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う

◇
二
人
乗
り
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
で
も
　
飲
酒
運
転
は
や
カ
ま

　
し
ょ
う

◇
プ
レ
・
－
キ
装
置
な
ど
故
障
は
な
い
か

　
つ
ね
に
点
検
整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

　
う
。

◇
夜
間
の
無
灯
火
運
転
は
絶
対
に
や
め

　
ま
し
よ
う
。

◇
反
射
テ
ー
プ
は
追
突
事
故
を
防
ぎ
ま

　
す
。
必
ず
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
レ
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
…
．
、
嘱
衡
』
欝
－
、
ギ
’

繋
拶
蜜
醗
￥
多
妻
努
糞
垂
乙
露
汎
斐

奪
鎗
煮
ξ
ギ
　
　
醤
皇
ゑ
秀
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初
心
者
マ
ー
ク
を

十
月
一
日
か
ら
義
務
づ
け

　
こ
ん
で
道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
き

れ
、
普
通
免
許
を
受
け
た
人
で
一
任
に

満
た
な
い
人
（
昭
和
四
十
六
笹
十
月
一

日
以
降
に
取
得
し
た
人
）
が
、
普
通
自

動
車
を
運
転
す
る
場
合
は
、
こ
と
し
の

十
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
運
転

初
心
者
標
識
を
つ
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
標
識
は
、
運
転
に
不
慣
れ
な
初

心
者
の
事
故
防
止
を
ね
ら
い
と
し
た
も

の
で
、
違
反
し
ま
す
と
、
一
万
円
以
下

の
罰
金
が
と
ら
れ
ま
す
。
初
心
者
の
か

た
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
表
示
の
方
法
は
、
普
通
自
動
車
の
地

上
○
・
四
型
以
上
、
一
・
二
督
以
下
で

前
後
二
箇
所
に
表
示
し
ま
す
。

　
こ
の
標
識
は
、
ち
か
く
地
区
安
全
協

会
で
販
売
き
れ
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
九
月
二

十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
）
で
、
重

点
と
な
る
目
標
は

①
歩
行
者
、
と
く
に
子
ど
も
と
老
人
を

　
交
通
事
故
か
ら
守
る
。

②
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
定
着
化
。

③
交
通
安
全
指
導
の
強
化
。

　
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
と
は
、
歩
行
者
、

と
く
に
子
ど
も
の
安
全
を
最
大
に
優
先

さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
を
中
心
に
五
百

瞬
以
内
を
範
囲
と
し
て
、
積
極
的
に
交

通
安
全
対
策
を
実
施
し
ょ
う
と
す
る
区

域
を
い
い
ま
す
。
こ
と
し
の
春
の
交
通

安
全
運
動
か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
区
域
内
で
は
子
ど
も
を
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
、
時
間
を
区
切
っ
て
車
両

の
進
入
を
禁
止
し
た
り
、
一
方
通
行
な

ど
の
交
通
規
制
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
内
の
道
路
に
は

そ
の
旨
の
看
板
や
標
識
が
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に

　
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で

の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
午
前
七
時

半
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
こ
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
、
一
日
の
交
通
安
全

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
．
、
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全
体
の
三
割
が
市
内

分
鉄
管
内
の
踏
切
事
故

　
大
分
鉄
道
管
理
局
内
の
日
豊
本
線
の

延
長
は
、
上
が
新
田
原
駅
、
下
が
日
向

新
富
駅
間
で
二
百
亀
十
六
・
七
キ
。
。
こ

の
う
ち
、
日
句
市
円
の
鉄
道
延
長
は
約

十
九
キ
。
で
、
全
体
の
六
・
幻
談
に
し
か

す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
　
鉄
道
踏
切
で
の
事
故
は

ど
う
で
し
・
“
う
。
大
分
鉄
道
管
理
局
が

ま
と
め
た
、
こ
と
し
四
月
か
ら
八
月
ま

で
の
五
ヵ
月
間
の
事
故
は
、
管
内
で
十

七
件
、
う
ち
三
十
嘗
に
あ
た
る
五
件
が

市
内
で
起
き
て
い
ま
す
。
率
か
ら
い
え

ば
六
拶
前
後
の
は
ず
な
の
に
、
そ
の
五

倍
の
事
故
発
生
が
実
状
で
す
。

　
こ
の
五
件
の
事
故
を
、
場
所
ご
と
に

み
て
み
ま
す
と
t

▽
四
月
二
十
日
、
日
向
市
～
南
日
向
駅

　
間
の
下
後
目
踏
切
で
一
人
即
死
。

▽
五
月
十
六
日
、
南
日
向
～
美
々
津
駅

　
間
の
下
幸
脇
踏
切
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
が

　
衝
突
、
二
人
が
死
亡
。

▽
五
月
一
一
一
十
日
、
日
向
市
～
南
日
向
駅

　
間
の
上
後
原
踏
切
で
自
転
車
乗
り
の

　
婦
人
が
死
亡
。

▽
八
月
九
日
、
日
向
市
～
南
日
向
駅
問

　
天
神
町
踏
切
で
普
通
車
が
接
触
。

▽
八
月
二
十
八
日
、
日
向
市
～
南
日
向

　
駅
間
の
上
後
原
踏
切
で
女
児
死
亡
。

と
い
う
事
故
が
起
き
て
お
り
、
中
で
も

財
光
寺
の
上
後
原
踏
切
で
は
　
こ
の
五

ヵ
月
の
内
に
二
人
の
か
た
が
死
亡
す
る

と
い
う
悲
し
い
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

財
光
寺
地
区
は
、
鉄
道
も
直
線
で
見
通

し
も
い
い
だ
け
に
　
安
全
不
確
認
に
よ

る
直
前
横
断
が
原
因
の
よ
う
で
す
。

　
九
月
二
十
二
日
か
ら
の
「
秋
の
交
通

安
全
運
動
」
と
並
行
し
て
、
国
鉄
で
も

踏
切
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

＊
正
し
い
踏
切
り
の
横
断
。

　
自
動
車
だ
け
で
な
く
　
自
転
車
の
か

宇

ボ
　
㌔

㌔
－
可
．
．

｝
」

毎
　
，

鉾
∵
．

　
た
も
、
歩
行
者
の
か
た
も
、
踏
切
り

　
で
は
い
っ
た
ん
止
っ
て
、
左
右
を
十

　
分
確
認
し
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

＊
余
裕
あ
る
距
離
を

　
列
車
の
接
近
、
ま
た
は
信
号
待
ち
’
．
・

　
停
車
（
止
）
す
る
と
き
は
、
踏
切
と

　
停
車
（
ピ
ー
）
場
所
と
に
、
十
分
な
距

　
離
を
あ
け
て
く
だ
↓
・
」
い
。
　
へ
列
車
の

　
風
圧
で
巻
㍉
唖
、
込
ま
れ
た
り
、
接
触
事

　
故
を
防
ぐ
た
め
に
）

一野毅5ケ月間で2人の死者を出した魔の踏切り

　（財光寺上後原）

＊
危
険
き
を
教
え
る

　
線
路
の
近
く
で
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ

　
な
い
よ
う
に
し
、
線
路
で
遊
ぶ
こ
と

　
の
危
険
さ
を
常
日
ご
ろ
か
ら
教
え
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
線
路
通
行
の
禁
止

　
通
勤
、
通
学
に
い
く
ら
近
道
で
も
、

　
線
路
通
行
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
に
、
み
ん
な
が
心
が
け
れ

ば
　
三
十
響
を
占
め
る
日
向
市
内
の
踏

切
事
故
も
ぐ
っ
と
減
る
で
し
ょ
う
。
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最
近
、
町
に
み
ど
り
を
と
り
も
ど
そ

う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
ま
で
は
、
市
内
に
田
や
畑
（
、
5

ど
が
散
在
し
、
そ
れ
ほ
ど
切
実
な
問
題

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
都
市
化
に

と
も
な
っ
て
、
こ
う
い
つ
た
風
景
も
ど

ん
ど
ん
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
緑
を
ふ
や
す
こ
と
は
、
自
然
を
と
り

も
ど
し
、
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
基

本
的
な
手
段
で
す
。

　
こ
ん
に
ち
で
は
、
ど
こ
の
ご
家
庭
の

庭
先
き
で
も
、
み
ご
と
な
盆
栽
や
庭
木
　
　
と
真
剣
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
し

を
み
る
こ
と
が
で
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
。

ま
す
し
、
窓
辺
に

は
、
小
鉢
に
櫃
え
ら

れ
た
小
さ
な
花
を
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ

ん
が
失
な
わ
れ
て
い

く
緑
を
身
近
か
に
、

み一
」

‘丁田

り
」
目
り
を

爺
炬

つ
ま
で
も
自
然
と
接
し
て
い
た
h

　
　
　
市
と
し

て
も
街
路
や
公

園
な
ど
を
中
心

に
植
樹
を
し
た

り
花
壇
を
作
っ

た
り
、
緑
化
事

業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
す
ぐ

に
緑
あ
ふ
れ
る

日
向
市
に
し
て
い
く
こ
と
は
な
か
な

か
困
難
な
こ
と
て
す
。
緑
を
育
て
な
が

ら
、
残
さ
れ
た
緑
を
守
る
こ
と
で
、
住

み
よ
い
日
向
市
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
町
に
緑
を
、
公
園
を
美

し
く
と
い
う
「
都
市
緑
化
・
公
園
美
化

運
動
」
が
十
月
一
日
か
ら
全
国
的
に
行

な
わ
れ
ま
す
。

　
残
さ
れ
た
緑
、
植
え
ら
れ
た
街
路
樹

や
花
を
、
自
分
の
う
ち
の
庭
木
を
育
て

る
気
持
で
守
っ
て
く
だ
き
い
。

　
越
冬
ま
え
に
駆
除

　
最
近
は
暖
房
器
具
の
発
達
に
よ
っ
て

蚊
や
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
も
冬
が
し

の
ぎ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
害
虫
は
、
成
虫
の
ま
ま
冬

を
越
し
、
春
に
卵
を
産
ん
で
繁
殖
し
ま

す
の
で
、
越
冬
ま
え
に
退
治
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
保
険
衛
生
課
で
は
、
害
虫
を
駆
除

し
、
伝
染
病
を
防
ぎ
　
清
潔
な
生
活
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
こ
と
し
も
次
の
と

お
り
害
虫
駆
除
月
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
薬
剤
は
保
険
衛
生
課
で
無
料
配
布
し

ま
す
の
で
、
駆
除
を
行
な
う
班
の
戸
数

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
実
施
期
間
十
月
十
日
か
ら
十
一
月

十
日
ま
で

＊
実
施
要
領

①
害
虫
駆
除
は
、
集
団
で
行
な
い
ま
せ

ん
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
区
や

班
ご
と
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

②
区
や
班
ご
と
の
駆
除
日
が
重
な
ら
な

い
よ
う
、
保
険
衛
生
課
で
実
施
計
画
を

た
て
ま
す
の
で
、
実
施
十
日
前
に
日
程

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

③
薬
剤
は
、
申
し
込
み
戸
数
に
応
じ
て

　
市
保
険
衛
生
課
で
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
前
日
ま
で
に
受
け
と
り
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

◎
害
虫
駆
除
は
、
区
内
の
み
な
さ
ん
が

協
力
し
て
実
施
さ
れ
て
も
け
（
．
こ
う
で

す
が
、
原
則
と
し
て
専
門
の
業
者
に
依

頼
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
二
月
あ
た
り

約
百
五
十
円
の
経
費
が
必
要
で
す
。

⑤
害
虫
駆
除
は
、
秋
の
大
そ
う
じ
と
合

わ
せ
て
実
施
き
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

，
し
↓
柔
卍
ノ
。
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身
障
者
の
連
絡
臨
議
会

　
一
傷
い
軍
人
会
」
や
「
身
体
障
害
者

の
会
」
な
ど
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
か

た
が
た
の
会
六
団
体
が
一
堂
に
集
っ
て

一
日
向
市
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
＝
甲
三
十
二
日
、
市
役
所
横
の
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
結
成
し
ま
し
た
。
か

ら
だ
の
不
自
由
な
か
た
は
市
内
に
千
三

百
入
、
大
会
に
は
八
百
人
が
集
っ
て
、

身
体
障
害
者
の
福
祉
を
向
上
き
せ
る
た

め
の
ス
ロ
：
ガ
ン
な
ど
を
採
択
し
て
終

り
ま
し
た
。

タ
バ
コ
会
館
完
成

　
日
向
タ
バ
コ
ム
五
館
が
ゆ
兀
成
・
し
、
　
こ
の

ほ
ど
盛
大
に
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
タ
バ
コ
会
館
は
日
向
市
や
入

学
町
村
の
タ
バ
コ
小
売
店
の
か
た
が
た

が
資
金
を
積
み
た
て
て
建
設
し
た
も
の

で
鉄
筋
二
階
建
．
、
タ
バ
コ
に
は
タ
バ
コ

消
費
税
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
タ
バ
コ

の
売
れ
た
ほ
ど
そ
の
市
町
村
に
お
金
が

は
い
っ
て
き
ま
す
。
タ
バ
コ
は
市
内
の

タ
バ
コ
屋
さ
ん
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

験
．
、

〆
“
　
’…

田上

交
通
安
全
の
碑
で
き
る

灘
灘
驚
灘
灘

　
市
内
遠
見
の
美
々
津
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
入
口
の
北
側

に
高
き
五
“
・
、
巾
一
、
五
暦
の
大
き
な
碑
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
，
こ
れ
は
山
形
県
の
人
が
日
本
六
十
余
州
に
一
基
づ

つ
建
て
て
い
る
も
の
で
、
は
げ
し
さ
を
加
え
る
交
通
戦
争

に
す
べ
て
の
人
が
協
力
し
て
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を

作
ろ
う
と
い
う
悲
願
の
も
と
に
つ
く
っ
た
も
の
で
、
全
国

で
五
十
三
番
目
。
建
設
費
は
三
百
五
十
万
円

墜
｝
、

鵡固辞評言編撫、

黛
蕊
臓

頑
張
つ
た
県
青
年
大
会

　
第
二
回
宮
崎
県
青
年
大
会
が
九
日
と

十
日
目
二
日
間
宮
崎
市
の
五
の
会
場
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
青
年

の
友
好
、
親
善
を
深
め
住
み
よ
い
郷
士

づ
く
り
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

　
日
向
市
か
ら
出
場
し
た
選
手
は
大
活

躍
、
卓
球
が
優
勝
、
陸
上
競
技
で
は
四

百
厨
、
千
五
百
訂
、
走
り
高
と
び
、
砲

丸
投
げ
に
一
位
に
な
る
な
ど
、
大
会
新

記
録
を
四
も
つ
く
り
ま
し
た
。

国
国
，
「

礎
、

　
「
自
分
の
家
に
住
み
た
い
」
と
い
う

夢
は
多
く
の
か
た
が
お
待
ち
の
よ
う
で

ず
が
、
天
天
駆
防
マ
ノ
・
ホ
ー
ム
づ
ノ
＼
・
ウ
に
随
一

り
か
か
る
と
、
建
築
な
ど
の
ほ
か
に
い

ろ
ん
な
問
題
が
で
て
き
ま
す
。
税
金
の

こ
と
も
そ
の
へ
）
と
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ホ
ー
ム
．
つ
ノ
＼
り
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マイホームと覗金

に
関
係
の
あ
る
税
金
と

し
て
は
、
ま
ず
登
録
免

許
税
や
不
動
産
取
得
税

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
登
録
免
許
税
は
、
家

の
登
記
を
し
た
と
さ
・
、
か

か
る
税
金
で
、
そ
の
税

率
は
売
買
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
場
台

が
不
動
産
価
格
の
五
日
、
新
築
家
量
の

所
有
権
保
存
登
記
の
場
合
が
不
動
産
価

格
の
○
・
六
智
で
す
。

　
ま
た
不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産
を

手
に
入
れ
た
と
き
の
税
金
で
、
税
率
は

あ
て
名
は
正
確
に

　
全
国
で
一
日
に
配
達
き
れ
る
郵
便
物

は
、
約
二
千
二
百
万
通
。
こ
の
う
ち
、

あ
て
名
鑑
完
全
な
迷
い
子
郵
便
は
三
十

二
万
通
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
迷
い
子
郵
便
の
内
容
は

○
町
名
ま
た
は
字
名
だ
け
で
番
地
を
書

　
い
て
い
な
い
も
の
。

○
町
名
、
団
地
の
棟
番
号
の
記
載
も
れ

　
や
、
×
×
様
方
と
い
っ
た
肩
書
き
も

　
れ
の
も
の

○
住
居
が
変
っ
て
も
転
居
届
け
を
掻
き

　
な
い
た
め
、
あ
て
所
に
た
ず
ね
あ
た

　
ら
な
い
も
の

○
受
け
取
り
人
も
、
差
し
出
し
人
も
わ

　
か
ら
な
い
た
め
、
還
付
不
能
の
郵
便

不
動
産
価
格
の
三
智
で
す
が
、
新
築
な

ど
で
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の

は
百
五
十
万
円
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
る

た
め
に
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
九

年
ま
で
の
間
に
積
立
て
な
ど
を
し
た
場

合
に
は
、
一
年
問
に
積
立
金
額
の
四
響

　
最
高
二
万
円
ま
で
を
所
得
税
額
か
ら

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
積

立
て
は
、
住
宅
供
給
公
社
、
住
宅
金
融

公
庫
な
ど
と
「
住
宅
貯
蓄
契
約
」
を
結

び
住
宅
や
敷
地
を
購
入
す
る
た
め
に
積

立
て
る
も
の
で
、
こ
と
し
か
ら
発
足
し

た
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
に
よ
る
「
、

財
産
形
成
貯
蓄
」
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
確
定
申
告
書

に
貯
蓄
証
明
書
を
そ
え
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
か
た
は
年
末
調
整
に
間
に
合
う
よ

う
「
住
宅
貯
蓄
控
除
申
告
書
一
を
勤
務

先
き
に
出
し
て
く
だ
き
い
。

　
の
多
い
こ
と
－
－
な
ど
で
す
。

日
向
郵
便
局
の
場
合
も
、
こ
う
し
た
迷

い
子
郵
便
が
多
く
、
郵
便
物
を
お
届
け

す
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
ご
郵
便
を
ご
利
用
の
際
は
、
あ
て

名
は
も
ち
ろ
ん
正
確
に
、
あ
な
た
の
住

所
も
相
手
側
も
、
は
っ
き
り
と
お
書
』
・
－

く
だ
｝
・
」
い
。

○
町
名
、
番
地
、
×
×
撃
方
と
い
っ
た

　
肩
書
き
の
ほ
か
、
団
地
の
場
合
は
棟

　
番
号
ま
で
正
確
に
お
書
き
く
だ
さ
い

○
新
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と

　
こ
ろ
は
、
×
X
町
×
×
丁
目
×
番
x

　
号
と
い
っ
た
よ
う
に
、
町
名
と
街
区

　
番
号
、
住
居
番
号
を
必
ず
書
い
て
く

　
だ
き
い
。
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こ
わ
い
破
傷
風

予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す

　
破
傷
風
は
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、

土
の
中
に
い
る
破
傷
風
菌
が
傷
口
に
は

い
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。

　
子
ど
も
は
泥
あ
そ
び
が
大
好
き
で
す

泥
に
よ
こ
れ
た
傷
口
、
と
く
に
小
さ
く

て
深
い
傷
口
は
危
険
で
す
。

　
こ
の
病
源
菌
は
神
経
の
マ
ヒ
や
、
は

げ
し
い
筋
肉
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
、
発

病
し
た
と
き
は
、
死
亡
率
も
高
く
お
そ

ろ
し
い
病
気
で
す
。

　
伝
染
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
防

接
種
は
き
わ
め
て
有
効
で
す
。
子
ど
も

の
と
き
に
き
ち
ん
と
免
疫
を
受
け
て
お

け
ば
、
そ
の
効
果
は
お
と
な
に
な
る
ま

で
残
る
の
で
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

＊
接
種
期
間
、
十
月
か
ら
三
月
ま
で
、

　
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の
二
回
、
午

　
後
一
時
半
か
ら
三
時
の
間
に
、
市
役

　
所
予
防
接
種
場
で
行
な
い
ま
す
。

＊
対
象
者
、
生
後
六
ヵ
月
以
上
の
人
で

　
三
種
混
合
（
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
、

　
ジ
フ
テ
リ
ア
）
の
接
種
を
受
け
て
い

　
な
い
人
。

＊
料
金
、
一
回
五
十
円
。

＊
接
種
方
法
、
四
週
か
ら
六
週
の
間
隔

で
二
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
回
か
ら
二
回
接
種
に

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

一
回
接
種
で
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
変
更
し
、
二
回
接
種
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
十
月
か
ら
一
月
ま
で
、

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
市
役
所
予
防

接
種
場
（
時
間
は
一
時
半
か
ら
三
時
ま

で
）
で
行
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
自
分
の

つ
こ
う
の
よ
い
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
料
金
は
、
三
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
が

一
回
百
五
十
円
、
十
五
歳
以
上
は
一
回

二
百
円
で
す
。
二
週
間
か
ら
三
週
間
の

間
を
お
い
て
二
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
岩
脇
地
区
は
十
月
十
八
日
と

十
一
月
二
十
二
日
に
渡
辺
病
院
で
、
美

々
津
地
区
は
十
月
十
九
日
に
三
股
病
院

で
二
時
か
ら
三
時
ま
で
の
聞
に
行
な
い

ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
こ
の
日
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

海
上
保
安
学
生
募
集

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
大
学

校
、
保
安
学
校
の
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
海
上
の
安
全
確
保
、
治
安
の
維
持
、

海
洋
汚
染
の
防
止
な
ど
、
海
上
保
安
の

仕
事
を
志
す
人
は
受
験
し
て
く
だ
さ
い

▽
採
用
予
定
人
員
、
海
上
保
安
大
学
校

　
学
生
約
五
十
人
、
保
安
学
校
学
生
約

　
百
六
十
人
。

▽
受
験
資
格
、
海
上
保
安
大
学
校
受
験

　
者
は
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
現
在

　
で
二
十
一
歳
未
満
の
男
子
、
保
安
学

　
校
受
験
者
は
二
十
四
歳
未
満
の
男
子

　
で
、
い
つ
れ
も
高
等
学
校
卒
業
ま
た

　
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
で
す
。

▽
受
け
つ
け
期
問
、
十
月
十
六
日
か
ら

　
十
一
月
二
日
ま
で

受
験
ご
希
望
の
か
た
は
、
返
信
用
封
筒

を
そ
え
て
、
鹿
児
島
市
城
南
町
二
十
三

番
七
号
、
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
、

ま
た
は
細
島
海
上
保
安
署
へ
「
受
験
案

内
」
　
「
申
込
用
紙
」
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。郵

政
職
員
を
募
集

　
九
州
郵
政
局
で
は
、
た
だ
い
ま
郵
．
政

職
員
（
外
務
職
）
の
募
集
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
受
験
資
格
な
ど
次
の
と
お
り

で
す
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
、
九
月
二
十
六
日
ま
で
。

▽
採
用
予
定
人
員
、
九
州
管
内
外
務
職

員
五
百
人
。

▽
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
二
年
四
月
二

　
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
健
康
な
男
子
（
来
春
高

　
校
卒
業
見
込
み
も
含
む
）

▽
試
験
日
と
場
所
、
十
月
八
日
、
延
岡

　
市
延
岡
郵
便
局

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
日
向
郵
便
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
を
実
施

　
来
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、

【、

s
政
相
談
週
間
し
に
な
っ
て
お
り
、

行
政
相
談
制
度
を
広
く
み
な
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
的
に
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
宮
崎
行
政
監
察
局
と
日
向
市
で
も
、

こ
の
週
間
中
の
行
事
と
し
て
、
つ
ぎ
の

と
お
り
一
行
政
相
談
」
を
開
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
国
や
県
、
市
が
行
な
う
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
に
つ
い
て
、
こ
う
し
て

欲
し
い
と
い
っ
た
ご
意
見
、
ご
希
望
、

ま
た
、
こ
れ
で
は
困
る
と
い
っ
た
ご
不

満
な
ど
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
相
談
日
、
十
月
十
八
日
（
水
）
十
九

　
日
（
木
）
の
二
日
間

▽
相
談
時
間
、
十
時
か
ら
三
時
ま
で

▽
相
談
場
所
、
市
役
所
委
員
会
室
。

商
行
為
に
ご
注
意

　
最
近
、
市
役
所
や
区
長
公
民
館
長
の

許
可
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
、
地
図

作
成
の
広
告
依
頼
や
物
品
の
販
売
を
行

な
っ
て
い
る
業
者
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
信
じ
て
「
広
告
料
」
を
支
払

い
「
．
サ
y
こ
に
が
か
っ
た
と
い
う
よ
う

な
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
原
則

と
し
て
、
市
が
こ
の
よ
う
な
商
行
為
を

許
可
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
不
審
な
と
き
は
、
市
役
所
へ
電
話
な

ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

県
民
手
帳
の
予
約

　
県
内
の
人
口
や
気
象
、
産
業
、
そ
の

ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
統
計
を
収
録
し
た
県

民
手
帳
（
乃
年
増
）
の
予
約
申
し
込
み

を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
執
務
に
一
学
習
に
一
ご
家
庭
に
ぜ
ひ

一
冊
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
価
格
は
一
冊
百
八
十
円
。
十
一
．
月
中

旬
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
申
し
込
み
先
は
日
向
市
役
所
企
画
財

政
課
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
に
な
っ

て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

今
月
の
納
税

　
昭
和
四
十
七
年
度
も
、
こ
の
九
月
で

半
ば
を
す
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
税
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
市
民
税

第
一
期
分
、
第
二
期
分
、
固
定
資
産
税

の
第
一
期
分
、
第
二
期
分
、
軽
自
動
車

税
な
ど
は
、
す
で
に
納
期
日
が
過
ぎ
て

お
り
ま
す
。

　
何
か
の
ご
っ
こ
う
で
未
納
の
か
た
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
納
入
が
遅
れ

ま
す
と
、
市
の
行
政
に
も
い
ろ
い
ろ
支

障
が
で
て
き
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
納

入
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。一

日
は
「
法
の
日
」
で
す

　
十
月
一
日
は
法
の
日
で
す
。
法
津
と

い
う
と
何
か
む
ず
か
し
い
も
の
と
い
う

先
入
感
を
す
て
て
、
法
律
が
わ
た
し
た

ち
を
守
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う
近

親
感
を
も
ち
た
い
も
の
で
す

3’」人　　葦葺勤口
1・9月1日現在・

も男　　　　23，309人　57人増

き　女　26，500人　38人増

1計・乳・・9人95人増

、世帯数
ミ　　13，818　　　　　35増

▼／π乏御灘2膨〃一！


	若い力
	公害防止協定―二社と結ぶ
	市自ら防止に努力―し尿処理現場建設で―日向漁協と覚書き交換

	毎日一人の死傷者―事故の６４パーセントが１０号線

	全体の三割が市内―分鉄管内の踏切事故
	身障者の連絡協議会
	タバコ会館完成
	頑張った県青年大会

	交通安全の碑できる


